ところどころ りゅう 

処 々 に は 竜の 形の 黒雲 もあって、 どんどん 北の方 

へ 飛び、 野原 は ひっそり として 人 も 馬 も 居ず、 草に は 

ま 、- つま ハ 

穂が 一 杯に 出て いました。 

「どっちへ 行こう。」 

「さきに 川原へ 行って 見よう よ。 あそこに は 古い 木が 

たくさん あるから ご 

私たち はだん だん 河の 方へ 行きました。 

けむりの ような 草の 穂 を ふんで、 一 生けん 命 急いだ 

のです。 

向う に毒ケ 森から 出て 来る 小さな 川の 白い 石 原が 見 

えて 来ました。 その 川 は、 ふだん は 水も大 へんに 少く 



て、 大抵の 処 なら 着物 を 脱がなくても 渉れる 位だった 

のです が、 一 べん 水が 出る と、 まるで 川幅が 二十 間 位 

おそ にご 

にもな つ て 恐ろしく 濁り、 ごうごう 流れる のでした。 

ですから 川原 は 割合に 広く、 まつ 白な 砂利で できて い 

て、 処々 に は ひめ ははこぐさ やすぎな やねむな どが 生 

えていた のでした が、 少し 上流の 方に は、 川に 添って 

大きな 楊の 木が、 何 本 も 何 本 もな らんで 立って いたの 

です。 私たち は その上 流の 方の 青い 楊の 木立 を 見 まし 

た。 

「どの 木だろう ね ご 

「さあ、 どの 木 だか 知らないよ。 まあ 行って 見よう や- 



む 力が あると 思えて 仕方な いのです _ 
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